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旧 恵 美 須 ・ 大 黒 市 場 跡 の 整 備

い わ は ら が わ ぷ ろ じ ぇ く と に ゅ ー す

「第4回 岩原川エリアの未来を考えるワークショップ」を開催しました！
地元自治会・沿線住民の方々と意見交換を行いました！
給水管塗り替え工事にワークショップの意見が活かされます！
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地元自治会・沿線住民の方々と意見交換を行いました！

給水管塗り替え工事にワークショップの意見が活かされます！

●「住み続けられる」住環境を！

　ワークショップでは、周辺住民の皆さんと岩原

川に関心をお持ちの市民の皆さんとが一緒にアイ

デアを出し合っています。今後のまちづくりを行っ

ていくなかで、特に関わりがあるのは地元の方々

です。仕事などでワークショップに来られない方

も沢山いらっしゃることから、年末に地元自治会

の役員会にお邪魔して、岩原川プロジェクトの進

捗状況についてご説明させていただきました。

　また、年明けの 1 月 26 日と 2 月 4 日に、沿線

住民の皆さんと「岩原川周辺の道路整備に関する

沿線住民意見交換会」を開催しました。そのなかで、

「住環境の視点が重要」との貴重なご意見をいただ

きました。店舗だけでなく、マンション等の住居

も多いエリアですので、「住み続けれられる住環境

の整備」について、岩原川エリアみらい計画（案）

に盛り込むようにしました。

●大和橋の給水管を目立たないようにします！

　国道 202 号線大和橋付近の横断給水管について

は、これまでのワークショップで「目立たないよ

うにできないか？」との意見が出されました。こ

の給水管は重要な管で、撤去は難しいとのことで

したが、水道局がちょうどこのタイミングで塗り

替え工事を行うことが分かりました。土木維持課、

水道局、景観専門監で色見本を見ながら現地協議

を行い、周囲の石積み景観に馴染むグレー系（ツ

ヤなし）の塗料で塗り替えることとなりました。

岩原川プロジェクトにより、市役所に横のつなが

りが生まれた一つの成果です！
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●第 4 回はどんなことをしたの？

　これまでのワークショップ等で出た意見を参考

に、来年度からの工事を予定している「河川と道

路の設計案」を確認をしていただき、問題点など

についてご意見をいただきました。特に、道路整

備の方法について熱い議論が行われ、住んでいる

方々と商売をされている方々、お互いに利用しや

すい道路整備が求められることが分かりました。

●設計案の模型を披露！

　設計案がより伝わるように 1/200 サイズの提案

模型を製作しました！解析の結果、岩原川は長崎

大水害クラスの大雨にも耐えられることから、石

積み護岸は補修・緑化し、川底を自然に戻します。

道路は車がスピードを落とす工夫をし、緑を植え

ます。船津橋前の駐車場跡も広場として活用しま

す。人道橋は幅２ｍ程度で改修します。

●沢山のご意見をいただきました！

　設計案の模型と図面をチェックしていただき、問題点

について貼り出していただきました。これらを見ながら、

座長が質問を行い、議論を深化させていきました。

●書き出していただいたご意見一覧

・岩原川が常時、水が流れるセキの設置

・川を下りたところの道を整備してほしい

・賑わいを求めているので、両側に車は不要

・歩道は、住居側でないと危険

・歩道を少し広くしては・・・

・車の通りを規制（土日は歩行者天国など）

・片側のみ車道にして、道幅を変える

・片側だけ車が通らない時間を設けてほしい

・車道、歩道ともに狭い

・車道、歩道を石ダタミに

・道路スペースをイベント広場やふれあい広場、憩いの

「第４回 岩原川エリアの未来を考えるワークショップ」を開催しました！

◎第 4 回ワークショップデータ◎

日程：平成 25 年 12 月 16 日（月）

時間：19:00－21:00　　　　　　

会場：長崎市立図書館新興善メモリアルホール

人数：17 名

テーマ：河川と道路の設計案を確認しよう！

駐車場跡を広場として活用します

実験しながら
川底をできるだけ
自然に戻します

↑

岩原川

稲佐山

人道橋

五島町２号橋

安全のため
交差点は目立つ舗装に。
※色や素材は検討中

通りの入口には
ランドマークとなる
木を植えます。
※大きさや樹種は検討中

歩行者の安全のため
舗装を工夫します。
（必要に応じて車も通られます）
※色や素材は検討中。

市場跡の空間に
植栽を植えて
護岸を緑化します。

仮橋を幅２ｍ程度に改修します。

提案模型（船津橋付近から）

ワークショップ成果！

広場にする（通常は道路で、場に応じて）

・車歩道におけるふれあい空間は、車や人の動態観測を

行い、危険性がないことが分かってからがよい

・狭い川沿いの道路でどんな木を植樹するか（大きな木

や桜の木が可能なのかどうか、検討課題として）

・電柱、電線は埋設してほしい

・ウッドデッキに「あずまや」がほしい。雨や日差し除

け（雨の日や真夏でも過ごせるように）

・公園で遊歩道が切られているので、将来的には公園を

通って市役所方面への遊歩道を確保してほしい

・両公園（瓊の浦公園・五島町公園）のグラウンドに緑・

ベンチ・テーブルがほしい

・江戸時代のなごりを反映する（エリア全体のイメージ）

・建物が多く、見通しが悪いので木は少なくする

・まるみつ側の水道パイプはどのように考えているか？

・歩行者が大方に分けて、3～ 4 方あるが県庁移転・新

幹線が来るので賑わうと思う（動態調査の不足）
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